



【キー ワー ド1作 文添削 ・誤用の分類 ・不 自然な表現 ・文章語 としての日本語
1、は じめに
本稿は 「日本語教育実践研究(5〉」の 「日本語6A」 クラスにおけ る約4ヶ 月間の
実践報告の中から、作文添 削に焦点 を当てた実践報告である。 日本語6Aク ラスの学
生総数は14名 であるが、本稿では、その中から ドイ ツの学生Mの 作文 と、添 削の注
意点、添削の実践、誤用の種類 とその考察 ついて報告する。
Mは 日本人と ドイ ッ人のハー フであ り、 ドイ ツの大学からの留学生である。家庭で
は 日本語を使 用 していることから、 日本語の会話 においてはほ とん ど不 自由がな く・
自然 な速度で会話を行 う。しか しMの 作文を見 ると、クラスの他 の学生よ りも多 くの
誤用 が産出 された。
2.日本語6Aに おける作文指導
日本語6Aで は教科 書として 『生 きた素材で学ぶ 中級から上級への 日本語』(The
JapanTtme8)を使用 しているお り、ユニ ッ ト1～10のテーマで構成されている。ユ
ニッ ト1～9で は、各ユニ ッ トの本文学習後 に話 し合 いを行 ってか ら、400字～800
字の課題作文 を課 している。Mが 提出 した作文 は、ほ とん どがパソコンを使用 して書
かれたもの であ ったが、Mの 表記 についても観察するため、今 回は原稿用紙に書かれ
たもの を対 象とした。対象 とす る作文は、ユ ニ ヅ ト3の作文である。ユニ ッ ト3では
「『買う』楽 しみ」という本文 を学習 し、話 し合い、発展教材による要点 をとる読解練
習のあ とに、「賢い買い物の仕方」とい うテーマで話 し合い した。その後、宿題 として
600字の作文を課 した。
3.作文添削の注意点
3,1学 習者の作文 における問題点 の分類
石 田(1995)では、外国人学習者が日本語の文章を書 く場合の問題点 を・以下のよ




①漢字一 同音異義語 ・音訓の混 同。字体の誤 り。 自国の漢 字の混用。
② 表記一一送 りがな,外 来語,音 声上の問題 の影響 を受 けた誤 り。句 読点
等,各 種の符 号の誤用 と混用。
【b,語句 】① 辞書で調ぺた語句の誤用。② 日本語の語句 の母語訳 を再度 日本語 に直す
ため に生 じるずれ。③辞書に出てい る語句 をその まま自分の文脈 中に使
用す るための誤 り。④副詞,指 示詞の誤用。
【c,文法 】①助詞の誤用。②時制の誤 り一 スル,シ タ,シ テイルの混同。間接話法
の誤 り。③ 構文上の誤 り一 主語 ・述語の省略の しすぎ,接続詞の誤用,
文の続けすぎによる誤 り・修飾語 と被修飾語の位 置etc.④自 ・他 動詞の
混 同。
【d,不自然な表現】①既習表現 からの類推 。②母語表現の影響。③慣用句の知 識の不
足。
【e,文体 】①書 き言葉 と話 し言葉の混 同。② くだけた表現 とあ らた まった表現 との混
同。③ デス ・マス体 とダ ・デ アル体 との混用 。④ダ体 の濫用 。
【f,その他】①段落の不 自然な区切 り方。② 長す ぎる段落。③ 書式上の誤 り。
3,2作 文添削の注意点
Mの 作文を添削する前に、担当教授であ る小宮千鶴 子先生か ら学 んだ 「作文添削に
関す る注意点』をまとめたい。添削の際は 「誤用 を見落 とさない」 とい うのが原則で
あるが、作文の誤 りを全て訂正 すると、学習者 の作文への意欲 を奪 うおそれがある。
そのため、次のようなボイ ン トを心得 て添削す るのがよい。
a.添 削対象の限定
⇒ 学習段階や学習者の能力に応 じ、 どこ までを許容範囲 とす るか。基 準 とな る文法
の レベル を決 めてお く。(注)
⇒ 白分 が目をつ けた ところか ら直すのではな く、全一 添 削を始め る。
⇒ 一文ずつ前後 との繋が りを見 る。また文体の統一がな されてい るかを見 る。
b.書 き手の意図
⇒ 普段のや り取 りの中で想像 し、学生の言 いたいこととずれない ように訂正す る。
⇒ 意図不明の部分は、学生の意図を確か めてから訂正す る。判断 しかね るときは「?」
を使い、返却時 に学生に説明 を求める。
c.誤 用への対応
⇒ 誤用 を訂正 したら、なぜ違 うのかの説明できるように してお く。重要な誤 りはテ
ス ト形式に し、 クラス全体の問題 として考 えさせて もよい。
d.内 容へのコメン ト




以下ではMの 作文 を一文ご とに添削 し、どのような誤用 が産出されているのかを考
察す る。今 回、 なるべ く文章の構成を変 えるこ とな く、Mの 意図を くみ取 るよう留意
して添 削 した。添削に用いた単語の レベルは1級 レベル(ボ イン ト、技、逆 らう、な
ど)、2級 レペル(困 難、起 こる、慰める、理想、な ど)を 中心 と し、Mが 用いた言
い回 しを崩 さない よう心がけたつ も りである。
下線 部は筆者 が誤用 だと判断 し、訂正 した箇所 であ る。〔 〕内は下線部の添削内容
であ り、{}内 は筆者 が文字や記号を補 った箇所であ る。【改行】は作文中でMが 改

















7)どんなに頑張っていても、その欲 しいという気分は亟 〔なぜ〕並ざ 〔不思議
な技〕のように、店内を出るまでは、解けないのだろうか。
8)【改行】でも{私は}、理性的 〔理想的〕なr買 い物方針」がどんなに弱ユ廻
豊 〔守 られなくても〕、高価な品は一切買わないこと些 〔→不要〕は自慢できる。
9)それはやは リドイツで査ヱた 〔育った〕ためかも知れない。
最後 に、 も し実際の添削であれば次のようなコメン トを書 くだろう。





上記の ように計31箇 所の訂正を行 い、石 田(1995)の分類 をもとに誤用 を分 けた。
a、 文字 ・表記 ①漢字…3箇 所 ②表記…8箇 所
b,語 句…8箇 所 例)合 理 〔ポイ ン ト〕、幽 〔いつでも〕
c.文 法…8箇 所 例)欲 望 を逆 う力 〔に逆 らう力〕、魎 〔突 きつけ られ〕
d.不 自然な表現…5箇 所 例)購 入 に対 して 〔す る際に〕
その結果、広い範囲に渡って誤用が産出 された。
添削の際に一番悩 んだことは、r不自然な表現』を どの ように訂正す るかとい うこ と
である。Mの 他 の作文 を見て も、r不 自然な表現」 が多 く使 われていた。 これはr話
す」ことにおいてはほ とん ど問題ないが、「書 く」ことにおいては、 日本語 らしい言 い
回 しをまだ習得 していないためだ と思われ る。Mの 作文か ら、r不要な買 い物は、人
間の感情 に左右 される」 とい う意図は よく分か った。 しか し、表現がそれ に伴 ってい
ない ように思われ る。
これ まで家庭や学校 で習得 した口語 としての 日本語 と、作 文 を書 く際の文章語と し
ての 日本語は、文体が異 なるとい う点 は、Mも 理解 してい るだ ろう。 しかし作文の 中
でr文 章語 としての 日本語」を書 こうと意識する際 に、不 自然な表現が出てきて しま
うのではないだろうか。おそら く辞 書を引いた り、頭の 中で考 えた りした表現をその
まま使用 しているのだ と思われる。Mの よ うにr聞 く」r話す」能力に長けている と、
表面上は日本語能力が高いと判断されがちだが、もち ろんr読 む」r書く」能力も伸 ば
す必要があ るだろう。生活の中で身 につけた日本語 が全 てではない とい うことを意 識
し、日本語の文章(新 聞や本な ど)を読 んで文章語 としての 日本語に慣れ ることでr読
む」能力を伸ば し、何度も作 文を書 くことで 「書 く」能力 も身につけてほ しい と思 う。
5.Mの 作文添削を終 えて
今回は、なぜその誤用 を訂正 したのか、学生 に説明できるよ うにきちん と準備 して
お く段階までは至 らなか った。 しか し、実際に教師 として作 文添削 を行 った際は、な
ぜ訂正 したのかを説明で きるようにまで してお く必要がある。また、今回のように 自
分一人で添削 していると、誤用に気付 かなかった り、よ り分 か りやすい訂正の しかた
があ るはずなのに思いつかなか った りす ることがあ るだろ う。実践研究の授業では、
一つの作文を受講生全員で添削 して話 し合 った際、院生によ って訂正の しかたが違 っ
ていたので勉強にな った。現場でも他の先生方がいる環境で あれば、 自分一人の感覚
に頼 らず、他の先生 に助言を求めてもいい と思 う。今回学 んだこ とに留意 して、 これ
か らも自己研讃に励み たい。
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初 めて受講 した実践研究の授業であったが、約4ヶ 月の間で多 くの ことを学ぶ こと
がで きた。あ らためて小宮先生 と院生のみなさんに感謝 したい。
(注)
矢野他(1997)では、添削内容をr添 削重要度」として3段 階に分類 し、重要度が高い
ほ ど、訂正する必要性が高いとしている。以下一部引用。
重要度1=他 の言い回しを示すなどの訂正の必要がない添削である。
例)r日本語を勉強 してい ます」をr日 本語を習っています」とする場合。
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